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物体の落下速度
－形によって変化するのか－

益　池　智　紀　（74期生）

抄　録
　先行研究では物体の落下速度と大きさ、周囲の気圧について書かれたものが多く、重さ、
体積が等しい物体の落下速度に関する研究はなかった。そこで本研究では重さ、体積が等
しい４種類の異なる形の物体の落下速度の変化を研究した。その結果、重さ、体積が等し
い物体の場合、底面の投影面積が大きい形であるほど物体の落ちる速度が遅くなることが
わかった。
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1． はじめに
1.1 研究動機
　私は小学生の頃から物理に興味があり、特に物体の運動に興味があった。紙は元の状態
で落とすと地面まで落ちるのに長い時間がかかるが、丸めて落とすと短い時間で地面に落
ちるということに気づきその原因を明らかにするためにこのテーマを設定した。

1.2 研究目的
　物体の落下速度は物体の重さや体積以外に形も大きく関係していると考えた。そのため
物体の落下速度と形にどのような関係があるのかを本研究で明らかにする。

2．研究内容
2.1 実験方法・手順
　物体を落とす危険性に配慮し、体積、重さが等しい物体をつくるため紙粘土を用いて実
験する。
　物体は球体（図１）、立方体（図２）、円柱（図３）、三角柱（図４）で重さはすべて８ｇ
とする。
　落とす場所は人気の少ないところ、ある程度の高さがあるところを好み、校舎の４階に
した。（図５）

　物体を実際に落とし、物体が手から離れ地面につくまでの時間（落下時間）を計測する。
より正確な数値を計測するため物体はそれぞれ15回ずつ落とし、落下している間を動画で
撮影する。その動画を繰り返し再生し、落下時間を計測する。
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風が吹いていない天気の良い日に行う
（約15ｍ）

※風の影響を受けてしまい大幅に落下地点がずれたものは実験の対象外とする。
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図１　球体 図２　立方体
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図３　円柱

（円の面を落とす）

図４　三角柱

（三角形の面を落とす）
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※風の影響を受けてしまい大幅に落下地点がずれたものは実験の対象外 

とする。 

 

2.2   結果 

 ４種類の物体の落下時間は以下の通りである。 

 （図６，図７，図８，図９) 

 

 

回数(回) １ ２ ３ ４ ５ 

落下時間(秒) １．９６ ２．０４ １．９５ ２．０３ １．９４ 

回数(回) ６ ７ ８ ９ １０ 

落下時間(秒) １．９６ １．９４ ２．０９ １．９１ １．９３ 

回数(回) １１ １２ １３ １４ １５ 

落下時間(秒) １．８８ ２．０２ ２．０１ １．９０ １．９８ 

 

              図６ 球体の落下時間 

 

 

図５
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2.2 結果
　４種類の物体の落下時間は以下の通りである。
　（図６、図７、図８、図９）

回数（回） １ ２ ３ ４ ５

落下時間（秒） １．９６ ２．０４ １．９５ ２．０３ １．９４

回数（回） ６ ７ ８ ９ １０

落下時間（秒） １．９６ １．９４ ２．０９ １．９１ １．９３

回数（回） １１ １２ １３ １４ １５

落下時間（秒） １．８８ ２．０２ ２．０１ １．９０ １．９８

図６　球体の落下時間

回数（回） １ ２ ３ ４ ５

落下時間（秒） ２．３４ ２．４０ ２．４４ ２．３５ ２．４１

回数（回） ６ ７ ８ ９ １０

落下時間（秒） ２．２６ ２．３８ ２．２８ ２．２６ ２．４２

回数（回） １１ １２ １３ １４ １５

落下時間（秒） ２．３４ ２．３４ ２．４９ ２．３７ ２．２７

図８　円柱の落下時間

回数（回） １ ２ ３ ４ ５

落下時間（秒） ２．１１ ２．０６ １．９１ ２．０２ ２．０８

回数（回） ６ ７ ８ ９ １０

落下時間（秒） ２．１４ ２．２６ １．９９ １．９３ １．９９

回数（回） １１ １２ １３ １４ １５

落下時間（秒） ２．０４ １．９７ １．９７ ２．０２ ２．０１

図７　立方体の落下時間
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　球体、立方体は２．００秒を切るものが多くあり落下時間の平均値も１．９７秒と２．０３
秒と２．００秒前後になった。
　円柱、三角柱は２．００秒を切るものがなく、落下時間の平均値も２．３６秒と２．２３秒
と２．００秒を大きく上回った。

3． 考察
　落下時間の平均値から球体、立方体、円柱、三角柱を２つのグループに分けた。１つは
落下時間の平均値が２．００秒前後だった球体、立方体のグループ。もう一方は落下速度の
時間の平均値が２．００秒を大きく上回っていた円柱、三角柱のグループ。この２つのグ
ループは落下時間の平均値に差がある。そこで、この２つのグループの違いを考えた。す
ると、底面の投影面積の大きさに差があることが分かった。球体と立方体は底面の投影面
積が小さく、円柱と三角柱は底面の投影面積が大きい。したがって、底面の投影面積が小
さいものは空気抵抗を受けにくく、底面の投影面積が大きいものは空気抵抗を受けやすい
ため落下時間に差が出たと考えられる。

※投影面積…物体に平衡に光を当てたときにできる影の面積

4． 結論
　物体の落下速度は形によって変化せず、底面の投影面積によって変化することがわかっ
た。そして、底面の投影面積が大きいほど空気抵抗が大きくなり、落下速度が遅くなる。
反対に、底面の投影面積が小さいと空気抵抗が小さくなり、落下速度が遅くなることがこ
の実験から証明された。

回数（回） １ ２    ３ ４ ５

落下時間（秒） ２．２４ ２．２９ ２．２８ ２．４０ ２．２２

回数（回） ６ ７ ８ ９ １０

落下時間（秒） ２．２０ ２．３１ ２．１８ ２．１９ ２．３４

回数（回） １１ １２ １３ １４ １５

落下時間（秒） ２．１７ ２．１４ ２．１４ ２．２５ ２．１５

図９　三角柱の落下時間

球体 立方体 円柱 三角柱

落下時間（秒） １．９７ ２．０３ ２．３６ ２．２３

図10　落下時間の平均値
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